
　７月１日（火）、蒲郡市内の２つの海水浴場「三河大島海水浴場」「西浦パームビーチ」が海開きし、海上平穏、諸事安泰、海水浴所の繁栄を祈念す

る祈願祭が執り行われました。三河大島海水浴場、西浦パームビーチとも7月1日～ 8月31日の間開設され、三河大島海水浴場へは海水浴シーズン

中、竹島埠頭から定期船が運航し、温水シャワーなどが完備されます。

　それぞれのビーチではバーベキューをはじめとした楽しいイベントも企画され、観光客で賑わう海水浴シーズンが始まります。

蒲郡商工会議所

講読無料　毎月5日・25日発行予定
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～日商簿記3級程度～ 初級簿記講座のご案内

会　場：蒲郡商工会議所
講　師：豊橋創造大学　講師　畑野 光正 氏
受講料：会員 15,000 円、非会員 18,000 円
　　　　※テキスト、問題集代を含みます
定　員：20 名
申込み： 申込書に必要事項を記入し、9月 5 日（金）

までに受講料を添えて蒲郡商工会議所へ申
込み下さい

　　　　※ 申込書は下記のホームページからダウンロード、
または蒲郡商工会議所で配布しています

http://www.gamagoricci.or.jp/users/roudou/gacademy/

■お問合せ

　蒲郡商工会議所
　TEL 0533-68-7171　

指定日（講座開催日）

9月

19日（金）

22日（月） 24日（水） 26日（金）

29日（月）

10月

 1日（水） 3日（金）

 6日（月）  8日（水） 10日（金）

15日（水） 17日（金）

20日（月） 22日（水） 24日（金）

27日（月） 29日（水） 31日（金）

11月  5日（水） 7日（金）

 ■講座の概要

日　時：平成 26年 9月 19日（金）～ 11月 7日（金）の
　　　　指定日（20日間）　 18：00 ～ 20：00　

簿記は、企業の日々の経営活動を記録・計算・整理し、最終的にその「経営成績」や｢財政状態｣を表すための技術です。
こうした点から、企業にとって簿記は、営業活動を計画的に行うことや、利害関係者にその経営状態を報告するた
めに、必要不可欠なものです。本講座は、企業における若手社員の初歩的な経理研修として、また、これから簿記
の知識をつけ、よりスキルアップを図りたいと考える方に最適です。はじめて簿記を学習される方でも十分理解い
ただける内容（日商簿記検定 3級程度）になっておりますので、多数受講下さいますようご案内申し上げます。

　愛知県では、家庭教育を応援する企業を募集しています。家庭教育応援企業とは、子育てしやすい職場環境づく
りと子どもたちが健やかに育つことができる活動に取り組み、家庭教育を支援していただく企業のことをいいます。
　愛知県教育委員会生涯学習課ホームページ「企業で家庭教育を応援」をご覧いただき、賛同していただける企業
は賛同書をご提出ください。
　また、家庭教育研修会開催を希望される企業には、講師紹介も実施しています。詳しくは下記へお問合せ下さい。

■お問合せ　愛知県家庭教育支援グループ　TEL 052-954-8780

あいちっこ「家庭教育応援企業」募集中!!

蒲郡のおいしさ

大切な人へ…

蒲郡温室

み か ん

蒲郡温室

み か ん
〈選果場より直送〉

地方発送も致します

キズみかんも
販売中！

グリーンセンター蒲郡
蒲郡市宮成町1-30（蒲郡図書館北） ☎68-8080

JA蒲郡市

お中元

ご贈答に

※チラシの体裁や内容によってはご希望に添えかねる場合
　もあります。予めご承知置きください。
※チラシ納入前にサンプルを確認させていただきます。

蒲郡商工会議所会報

 “The Chamber News がまごおり”   

会員限定

チラシサイズ 料金（税込）

 A４版 ￥32,400

 A３版 （二つ折り） ￥43,200

 その他（冊子•特殊形状） ご相談ください

申込期限 原則、発行日の1ヶ月前

チラシ納品期限 原則、発行日の10日前

チラシ納品部数 2,050部

料 

金 

表

 ■お問合せ・お申込み

　 蒲郡商工会議所   広報担当 TEL：0533-68-7171

　蒲郡商工会議所では、会員限定サービスとして
会報誌“The Chamber News がまごおり” への
チラシ折込・広告掲載を実施しています。企業名、
製品・商品の宣伝、PRなどに是非ご活用下さい!!

チラシ折込のご案内
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厳しい経済環境の中、企業が存続し、成長・発展していくためには、何よりも人材の育成が欠かせません。本所では
このような情勢を踏まえ、G. アカデミーを開設し、経営者から従業員までの各人の能力開発を促すための人材育成
セミナー・講座等を数多く開催しております。また、G. アカデミーメンバー登録をいただくと、最新の人材育成セ
ミナー情報・地域情報満載のメールマガジン配信サービスや、セミナーDVD・CDレンタルが無料で利用すること
ができます。この機会に、人材育成セミナーへの参加及びメンバー登録をお願いいたします。

■今後のセミナー開催予定

人材育成セミナーのご案内

平成26年度経済講演会　どうなる日本経済！ アベノミクスが目指すもの

日 時
7月18日（金）
14：00～ 15：30

主な対象者 若手社員・中堅社員・管理職・経営者 ■セミナーのポイント
「たかじんのそこまで言って委員会」、「ビー
トたけしのＴＶタックル」等のテレビ番組で
お馴染みの須田慎一郎氏を迎え、2014 年の経
済動向について、わかり易くお話をしていた
だきます。この機会に是非ご聴講ください！

講 師
経営ジャーナリスト 
須田　慎一郎 氏

場 所
蒲郡商工会議所
コンベンションホール

受 講 料 無料

■セミナーＤＶＤ・ＣＤ無料レンタルサービス

　社員研修、人事、労務などに役立つＤＶＤ・ＣＤを無料でお届けします！
　お申込みは、G. アカデミーＷＥＢページからお願いします。

　　　　　　　　　　　【セミナーＤＶＤ・ＣＤ無料レンタルサービスの流れ】

■お問合せ　蒲郡商工会議所 G. アカデミー事務局　　TEL：0533-68-7171
　　　　　　http://www.gamagoricci.or.jp/users/roudou/gacademy/index.html

STEP1
ネット・ＦＡＸでお申込み

STEP2
オフィス・ご自宅へお届け

STEP3

視  聴 ・ 鑑  賞

STEP4

ポストにご返却

今日から使える中国語入門講座　【買い物編】

日 時

8月4、11、18

25日（月）
18：30～ 20：00

主な対象者 若手社員・中堅社員・管理職・経営者 ■セミナーのポイント
はじめての方でも気軽に参加できる初級中
国語講座。現地で使えるフレーズと役立つ
単語を組み合わせることで自然に言葉が身
に付きます。8月は買い物時に使える中国
語を学びます。

講 師
デジタルバンクジャパン㈱
代表　王 琳娜 氏

場 所
蒲郡商工会議所
201 会議室

受 講 料
会　員：4,000 円
非会員：6,000 円

クレーム対応セミナー　実践！クレーム解決術

日 時
8月26日（火）
13：30～ 16：30

主な対象者 若手社員・中堅社員 ■セミナーのポイント
このセミナーでは、不安やストレスの増大、モ
チベーションの低下などの原因となるクレーム
顧客の心理状態を理解していただき、その上
で、顧客に誠意を持って対応できる冷静な対応
力や迅速な判断力を身につけていただきます。

講 師
篤志館㈱ 
代表取締役　雨間 けい子 氏

場 所
蒲郡商工会議所
202~204 会議室

受 講 料 無料
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集まろう！ 学ぼう！
地域経済活性化の担い手として常に注目される団体であり続けるために

　去る 6月 15 日、6 月例会「夢追いかけて映画会」を
開催しました。この映画会は、「夢追いかけて映画会実
行委員会（吉見一男委員長）」が企画するバリアフリー
イベントとして開催されているもので、本年度は映画
「箱入り息子の恋」の上映のほか、関係団体での体験ブー
スや物産販売等が行われました。
　蒲郡YEGでは、同じ地域社会に住む者として、共同
で事業に取り組む事で、障がいについての理解を深め
る事を目的に映画会運営を支援したもので、総務研修
委員会（小山礼仁委員長）が中心となって企画運営に
携わりました。
　この映画会では、視覚障がいの方向けには解説（シー
ンボイスガイド）、聴覚障がいの方向けには字幕・磁気
誘導ループ（補聴支援システム）等が導入されており、
様々な境遇の方が同じ空間で同時に映画を楽しめる事
が特徴です。また、障がいを疑似体験できる体験ブー
ス等も出展されており、蒲郡YEGでは担当毎に舞台裏
の運営、来場者対応、体験ブースでの接客等に取り組み、
バリアフリーな社会のあり方について自らの体験を通
して学ぶ機会となりました。

　昨年度から生まれ変わった蒲郡まつりの土曜催事「と
きめきサタデー」ですが、本年度は、蒲郡まつり実行
委員会における担当部会長に、蒲郡 YEG の小林英一
郎会長が選任されている他、牧野泰広担当副会長、稲
吉伸英地域活性委員長らが参画し、より主体的に蒲郡
まつりを盛り上げようと活動しています。市制 60 周年
のハイライトとなる納涼花火大会の前夜祭“ときサタ”
の見どころをご紹介します！

　日時：平成 26 年 7 月 19 日（土）   16:00 ～ 20:30
　場所：蒲郡駅南～竹島ふ頭

 
　子供から大人まで、みんな大好きなあげもん。それ
ぞれの街にそれぞれの味があるあげもん。懐かしさも
あり新たな発見もある。そんな蒲郡のあげもんを喰い
つくそう！
【出展店舗】 肉のマルヤ、楽笑、Yummy、蘭華、GRAN 

Café、台湾ラーメン宴友夜、肉の田中屋、
味のヤマスイ、まぐろ屋 魚末、プロ・スパー、
蒲サ食品、肉のマル利（計 12店）

６月例会「夢追いかけて映画会」を開催
～障がいを乗り越えて～

吉見実行委員長のサポートを行う小林会長（左から2人目）

７月例会「蒲郡まつり ときめきサタデー」
蒲郡の新しい夏まつり「ときサタ」が今年も開催!!
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　蒲郡シティセールスプロジェクト「ガマゴリ・ら」では、
ロケとグルメによる地域活性化を目指して活動しています。

■「ガマゴリうどん」出展イベントのご案内
シティセールスを目的として、下記イベントにガマゴリ
うどんの出展を行います。（各イベントとも売切次第終
了となります。）
①蒲郡まつり　ときめきサタデー
　日時：平成 26 年 7 月 19 日（土）16:00 ～ 20:30
　会場：生命の海科学館周辺
②チャリティーマーケット 2014
　日時：平成 26 年 7 月 27 日（日）10:00 ～ 17:00
　会場：蒲郡市民会館 高床広場
③三河湾大感謝祭
　日時：平成 26 年 8 月 9 日（土）10:00 ～ 17:00
　会場：蒲郡市民会館 高床広場
　※本イベントでは昼食時間帯に先着順で無料振舞。

　6/21,22 の 2 日間、市民大学
「なごや朝大学」地域プロデュー
サークラスの受講生の皆さんが
蒲郡を訪れ、蒲郡の魅力を発掘
するフィールドワークが行われ
ました。蒲郡シティセールスプ
ロジェクトメンバーが蒲郡の魅
力的なスポットや体験をご案内
しました。潮風が心地よい竹島
を散策したり、生命の海科学館
では化石のレプリカ作りを体験。
グルメでは、練り製品やメヒカリの唐揚げをご紹介した
他、「ガマゴリうどん」を振舞って、三河湾の味覚をＰＲ。
講座最終日には、各グループで企画した地域活性化プラ
ンのプレゼンテーションが行われます。

～ロケとグルメで蒲郡を全国に！
蒲郡シティセールスプロジェクト～ 蒲郡の魅力を発掘！

～なごや朝大学フィールドワーク～

～この三河産地で棉を栽培し、製品化するメイド・イン・ミカワの三河木綿プロジェクト～

Facebook ページ「ミカワ・コットン・プロジェクト in 蒲郡」で発信中！

６月１０日（４９日目）

元気に成長しています！発芽してから１カ月ほど経ちました。

この時期は、根が張ってきます。きっと地面の下で太い根を伸ばし

ているでしょうね。

ただいま梅雨真っ直中です。長い雨にあうと、根腐れが起きそうで

心配です…。雨がないときだけ水やりして成長を見守っていきます。

また次回の成長を楽しみにしてくださいね♪
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牧野孝彦  氏小田裕己 氏原田裕史 氏

武田辰美 氏小川健司 氏嶋田義男 氏 
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井上正二 氏小野哲彦 氏
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local business outlook

　6月の全産業合計の業況ＤＩは、▲20.3と、前月から＋1.5ポイ
ントの改善。ただし、「悪化」から「不変」への変化が主因であるこ
とに留意が必要。仕入コストや電力料金、人件費のコスト増が続
くほか、人手不足に伴い、生産・営業活動の抑制などの影響が幅広
い業種でみられる。他方、建設業や自動車関連の堅調な推移に加え、
小売業でも、一部で駆け込み需要の反動減から回復しつつあると
の声が聞かれる。中小企業において、反動減からの回復の実感は
業種や地域、企業規模によって、まだら模様となっている。
　先行きについては、先行き見通しＤＩが▲16.4（今月比＋3.9ポ
イント）と、改善を見込む。ただし、コスト増加分の価格転嫁や、
人手不足に伴う影響が幅広い業種でみられていることなどから、
先行きに対する不透明感は払拭されていない。他方で、賃上げな
どを背景とする個人消費の下支えや、自動車をはじめとする製造
業の本格的な生産回復への期待もあり、夏から秋頃に持ち直すと
の見方が広がりつつある。　　　　　　　（日本商工会議所調査）

建 設 業

☆今夏から、公共工事の前倒し執行が見込まれるため、受注増に
期待できる（一般工事業）

★住宅などの着工が鈍化し、一部で資材価格の下落がみられたも
のの、依然として高止まりしているものも多く、採算は厳しい
（一般工事業）
★当面の仕事は確保できているが、人手不足のため新規受注を見
送る状況が続いている（管工事業）

製 造 業

☆新製品の投入や既存品のモデルチェンジにより、仕入コスト上
昇分を販売価格に転嫁した（カバン製造業）

★冷夏の予想を受けて、取引先がエアコンの生産計画を下方修正
したため、受注減が見込まれる（電子回路基板製造業）

★電力料金の負担増が続くため、夜間操業に切り替えた。今後は
生産体制の効率化等の見直しも検討する（印刷用インク製造業）

卸 売 業

★受注は概ね前年並みを確保しているものの、ドライバーや運搬
車両の不足に加え、燃料費の負担も重く、今後の経営が心配（青
果卸売業）

★消費税引き上げ分の価格転嫁が一部に止まっており、利益が減少
（酒類卸売業）
★仕入価格が上昇しているものの、受注を確保するためには値下
げせざるを得ない（服飾付属品卸売業）

小 売 業

★売上は総じて回復しつつあるが、例年より梅雨入りが早く、長
雨の影響から客足が伸び悩んでいる（百貨店）

☆電力料金の値上げによる収益圧迫を解消するため、店内の照明
をLED化したほか、空調設備の入れ替えを実施（スーパー）

★周辺地域のアルバイトの時給が上昇傾向にあり、人員確保に苦
慮している（衣料品販売店）

サービス業

★自動車部品の荷動きが堅調なほか、飲料にも動きが出始めた。
他方で、軽油価格が高止まりし、収益が圧迫されている（運送業）

★人手が足りないため、定休日を増やしたものの、その分の利益
が減少している（飲食店）

☆ビジネス客、観光客ともに堅調。先行きも、夏から秋にかけて、
売上が伸びる見込み（旅館業）

（業況ＤI値）

（業況ＤI値）

（業況ＤI値）

（業況ＤI値）（業況ＤI値）

理事長 竹 田 知 史

お客様に安心と安全を提供します。

弁理士（特定侵害訴訟代理業務可能）
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県
内
の
事
業
者
に
お
け
る
省
エ

ネ
・
Ｃ
Ｏ
２
削
減
の
取
組
を
マ
ニ
フ

ェ
ス
ト
と
し
て
宣
言
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
よ
り
、
愛
知
県
が
「
あ

い
ち
Ｃ
Ｏ
２
削
減
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

２
０
２
０
」事
業
者
と
し
て
認
定
し
、

ピ
ー
ア
ー
ル
し
ま
す
。

　

取
組
結
果
に
応
じ
て
★
が
増
え
る

ラ
ン
ク
ア
ッ
プ
制
度
も
あ
り
ま
す
の

で
、
社
内
に
お
け
る
新
た
な
取
組
と

し
て
、
ま
た
社
外
へ
の
ピ
ー
ア
ー
ル

と
し
て
、
ぜ
ひ
御
活
用
く
だ
さ
い
。

【
対
象
事
業
者
】
県
内
の
事
業
者

【
募
集
期
間
】
平
成
26
年
9
月
30
日

（
火
）
ま
で

【
宣
言
す
る
メ
リ
ッ
ト
】

・  

県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
取
組
内

容
を
ピ
ー
ア
ー
ル

・ 「
あ
い
ち
地
球
温
暖
化
防
止
戦
略
・

あ
い
ち
自
動
車
環
境
戦
略
推
進
大

会
」
で
知
事
か
ら
認
定
証
を
交
付

・ 

専
用
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
使
用
、
専
用

ス
テ
ッ
カ
ー
の
交
付

【
詳
細
Ｕ
Ｒ
Ｌ
】

 h
ttp
://w

w
w
.p
ref.aich

i.jp
/00000

04638.h
tm
l

■
お
問
合
せ

　

愛
知
県
環
境
部
地
球
温
暖
化
対
策
室

　

℡
：
０
５
２-

９
５
４-

６
２
４
２

　

愛
知
県
で
は
、「
エ
コ 

モ
ビ
リ
テ

ィ 

ラ
イ
フ
（
エ
コ
モ
ビ
）」（
ク
ル

マ
と
公
共
交
通
、
自
転
車
、
徒
歩
な

ど
を
か
し
こ
く
使
い
分
け
る
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
）
推
進
の
取
組
と
し
て
、

県
内
の
事
業
所
を
対
象
に
期
間
中
、

エ
コ
通
勤
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
た

だ
く
「
エ
コ
モ
ビ
実
践
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
を
実
施
し
ま
す
。

【
実
施
期
間
】
平
成
26
年
11
月
20
日

（
木
）
〜
12
月
19
日
（
金
）

※
12
月
3
日
（
水
）
は
県
内
一
斉
「
エ

コ
通
勤
デ
ー
」

【
取
組
内
容
】 

県
内
一
斉
「
エ
コ
通

勤
デ
ー
」
参
加
、エ
コ
通
勤
の
推
進
、 

環
境
に
配
慮
し
た
自
動
車
利
用
の
促

進
な
ど

【
参
加
登
録
等
】「
エ
コ
モ
ビ
」
Ｗ
ｅ

ｂ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。「
エ

コ
モ
ビ 

実
践
」
で
検
索
。

※
参
加
登
録
い
た
だ
い
た
企
業
等
の

名
称
・
所
在
市
町
村
は
県
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
等
へ
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

■
お
問
合
せ

　

愛
知
県
地
域
振
興
部
交
通
対
策
課

　

℡
：
０
５
２-

９
５
４-

６
１
２
５  

　

愛
知
県
で
は
、
ア
サ
ガ
オ
や
ゴ
ー

ヤ
な
ど
の
つ
る
性
植
物
に
よ
る
「
緑

の
カ
ー
テ
ン
」
の
設
置
事
例
を
広
く

募
集
し
、優
秀
事
例
を
表
彰
す
る「
あ

い
ち
緑
の
カ
ー
テ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

職
場
で
緑
の
カ
ー
テ
ン
に
取
り
組

ま
れ
て
い
る
事
業
者
の
皆
様
の
積
極

的
な
ご
応
募
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
対
象
】
県
内
に
「
緑
の
カ
ー
テ
ン
」

を
設
置
し
て
い
る
個
人
又
は
団
体

【
募
集
部
門
】
①
住
宅
部
門 

②
幼
稚

園
、
保
育
園
部
門 

③
学
校
部
門
（
小

中
高
校
） 

④
事
業
所
部
門

【
応
募
締
切
】
平
成
26
年
9
月
12
日

（
金
）
ま
で

【
表
彰
方
法
】
平
成
26
年
12
月
頃
に

各
部
門
の
優
秀
事
例
を
表
彰

【
応
募
方
法
】
応
募
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
、
写
真
添
付
の
上
、
メ
ー

ル
又
は
郵
送

【
応
募
先
】
〒
４
６
１-

０
０
０
５ 

名
古
屋
市
東
区
東
桜
二
丁
目
４
番
1

号 

第
三
コ
ジ
マ
ビ
ル
４
階

愛
知
県
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
セ
ン
タ
ー

メ
ー
ル
： cca-in

fo@
k
an
k
y
osok

en
.

or.jp℡
：
０
５
２-

９
３
４-

７
２
９
５

■
お
問
合
せ

　

愛
知
県
環
境
部
大
気
環
境
課

　

地
球
温
暖
化
対
策
室

　

℡
：
０
５
２-

９
５
４-

６
２
４
２

　

名
古
屋
税
関
で
は
、
終
戦
後
に
外

地
よ
り
引
き
揚
げ
て
こ
ら
れ
た
方
々

が
、
税
関
な
ど
に
預
け
た
通
貨
や
証

券
等
を
お
返
し
し
て
お
り
ま
す
が
、

今
な
お
引
き
取
り
手
が
な
く
、
保
管

さ
れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
も
の
が

多
数
あ
り
ま
す
。

　

返
還
請
求·

お
問
合
せ
は
、
ご
本

人
は
も
と
よ
り
ご
家
族
の
方
で
も
構

い
ま
せ
ん
。
お
心
当
た
り
の
方
は
、

お
気
軽
に
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

返
還
し
て
い
る
通
貨·

証
券
等

● 

上
陸
地
の
税
関
又
は
海
運
局
に
預

け
ら
れ
た
通
貨·

証
券
等

● 

帰
国
前
に
在
外
公
館
や
日
本
人
自

治
会
等
に
預
け
ら
れ
た
通
貨·

証

券
等
の
う
ち
、
そ
の
後
日
本
に
返

還
さ
れ
た
も
の

通　

貨
： 

旧
日
本
銀
行
券
、

旧
日

本
軍
軍
票　

等

証
券
等
： 

支
那
事
変
割
引
国
庫
債

券
、
大
東
亜
戦
争
割
引
国

庫
債
券　

等

■
お
問
合
せ

　

財
務
省
名
古
屋
税
関

　
　

豊
橋
税
関
支
署　

蒲
郡
出
張
所

　

℡
：
０
５
３
３-

６
８-

６
０
０
８

「
あ
い
ち
Ｃ
Ｏ
２

  
削
減
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
２
０
２
０
」

　
　
　
　   

宣
言
事
業
者
募
集
！

終
戦
当
時
、
引
揚
者
の
々
か
ら

お
預
か
り
し
た
通
貨･

証
券
等

を
返
還
し
て
い
ま
す

　
　
　
　  

豊
橋
税
関
支
署

　
　
　
　
　
　
　
　
　  

蒲
郡
出
張
所
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趣
旨

本
学
大
学
院
に
お
い
て
は
、
実
践

的
・
創
造
的
な
技
術
の
開
発
を
主

眼
と
し
た
教
育
・
研
究
を
行
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
理
念
に
基
づ
い
て

企
業
等
で
活
躍
し
て
い
る
社
会
人

の
教
育
・
研
究
の
場
と
し
て
、
大

学
院
を
広
く
開
放
す
る
た
め
の
特

別
の
選
抜
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
出
願
の
資
格
・
手
続
等

⑴
資
格

本
学
大
学
院
博
士
前
期
課
程
へ
の

出
願
資
格
を
有
す
る
者
（
①
大
学

を
卒
業
し
た
者
及
び
卒
業
見
込
み

の
者
②
高
等
専
門
学
校
、
工
業
高

校
等
を
卒
業
し
た
後
、
大
学
卒
と

同
等
の
資
格
を
有
す
る
も
の
と
本

学
大
学
院
に
お
い
て
認
め
ら
れ
る

者
等
）
で
、
平
成
27
年
３
月
末
ま

で
に
同
一
の
企
業
等
に
約
２
年
以

上
正
規
職
員
と
し
て
勤
務
し
、
勤

務
成
績
が
優
秀
で
あ
る
と
所
属
長

に
よ
り
認
め
ら
れ
、
在
職
の
ま
ま

入
学
を
希
望
す
る
者
と
し
ま
す
。

⑵
手
続

一
般
選
抜
に
よ
る
受
験
者
の
出
願

書
類
の
ほ
か
に
、
以
下
の
書
類
の

提
出
を
必
要
と
し
ま
す
。

○
所
属
長
の
推
薦
書
・
受
験
承
諾
書

○
業
績
報
告
書

﹇
在
職
中
に
本
人
が
行
っ
た
業
績

内
容
の
概
要
（
千
字
以
内
、
関
係

資
料
が
あ
る
場
合
は
添
付
し
て
く

だ
さ
い
）、
そ
の
他
研
究
論
文
、

技
術
報
告
、
特
許
・
実
用
新
案
等
、

本
人
の
業
績
を
表
す
文
書
の
写
。﹈

⑶
願
書
受
付
期
間

第
1
次
募
集
：
平
成
26
年
7
月
22

日
（
火
）
〜
平
成
26
年
7
月
29
日

（
火
）

第
2
次
募
集
：
平
成
26
年
12
月
8 

日
（
月
）
〜
平
成
26
年
12
月
12
日

（
金
）

（
最
終
日
17
時
ま
で
に
本
学
必
着
）

出
願
は
郵
送
に
限
り
ま
す
。
郵

便
事
情
を
考
慮
し
て
余
裕
を
も
っ

て
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
出
願
期

間
後
に
到
着
し
た
も
の
は
、
受
理

で
き
ま
せ
ん
の
で
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。
た
だ
し
、
第
一
次
募
集
に

つ
い
て
は
7
月
28
日
（
月
）、
第

二
次
募
集
に
つ
い
て
は
12
月
11
日

（
木
）
ま
で
の
発
信
局
の
消
印
（
日

本
国
内
の
郵
便
の
消
印
に
限
る
）

の
あ
る
書
留
速
達
郵
便
に
限
り
、

出
願
期
間
以
降
に
到
着
し
た
場
合

で
も
受
理
し
ま
す
。

◆
選
抜
の
方
法

大
学
院
工
学
研
究
科
の
各
専
攻
の

一
般
受
験
者
の
基
礎
科
目
及
び
専

門
科
目
の
筆
記
試
験
に
代
え
て
、

当
該
科
目
及
び
提
出
さ
れ
た
業
績

報
告
書
の
内
容
に
つ
い
て
口
述
試

験
を
行
い
ま
す
。

た
だ
し
、
外
国
語
（
英
語
）
に
つ

い
て
は
、
筆
記
試
験
を
受
験
す
る

も
の
と
し
ま
す
。

ま
た
、
社
会
人
の
受
入
れ
人
数
に

つ
い
て
は
、
各
専
攻
と
も
若
干
名

と
し
ま
す
。

○
試
験
日

第
1
次
募
集
：
平
成
26
年
8
月
28

日
（
木
）

第
2
次
募
集
：
平
成
27
年
2
月
10

日
（
火
）

◆
合
格
者
の
発
表

第
1
次
募
集
：
平
成
26
年
9
月
12

日
（
金
）
10
時

第
2
次
募
集
：
平
成
27
年
2
月
20

日
（
金
）
10
時

◆
入
学
後
の
取
扱
い

入
学
後
の
企
業
内
に
お
け
る
身
分

に
つ
い
て
は
、
当
該
企
業
の
定
め

に
よ
る
も
の
と
し
ま
す
。

◆
教
育
方
法
の
特
例

大
学
院
設
置
基
準
第
14
条
に
基
づ

き
、
指
導
教
員
の
合
意
を
得
て
、

授
業
及
び
研
究
指
導
の
一
部
を
夜

間
及
び
特
定
の
時
期
に
受
講
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

時
間
帯
は
、
平
日
は
夜
間
の
18
時

か
ら
21
時
30
分
ま
で
の
間
、
土
曜

日
は
8
時
50
分
か
ら
17
時
50
分
ま

で
の
間
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
、
詳
し
く
は
豊
橋
技
術
科

学
大
学
ホ
ム
ペ
ー
ジ
に
て
ご
確
認
下

さ
い
。

■
お
問
合
せ

　

豊
橋
技
術
科
学
大
学　

入
試
課

　

℡
：
０
５
３
２-

４
４-
６
５
８
１

再
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
の
た
め
に

平
成
27
年
度
大
学
院

工
学
研
究
科
博
士
前

期
課
程
へ
の
社
会
人

受
入
れ
に
つ
い
て

豊
橋
技
術
科
学
大
学  

大
学
院
工
学
研
究
科

愛
知
県
立
東
三
河
高
等
技
術
専
門
校 

職
業
訓
練
生
募
集
要
項

◆
募
集
科
名

建
設
総
合
科　

短
期
課
程

住
宅
イ
ン
テ
リ
ア
コ
ー
ス

住
宅
エ
ク
ス
テ
リ
ア
コ
ー
ス

定 

員
：
各
科
30
人

◆
訓
練
期
間

平
成
26
年
10
月
1
日
（
水
）
か
ら

平
成
27
年
3
月
13
日
（
金
）
ま
で

◆
応
募
資
格

職
業
の
転
換
を
必
要
と
す
る
離
転

職
者
等
で
、
中
学
校
卒
業
以
上
、

又
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
学
力
を

有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
方

◆
入
校
選
考

平
成
26
年
9
月
5
日
（
金
）
に
適

正
試
験
及
び
面
接

◆
申
込
期
間

平
成
26
年
7
月
7
日
（
月
）
か
ら

平
成
26
年
8
月
22
日
（
金
）
ま
で

入
校
願
書
を
所
管
の
公
共
職
業
安

定
所
へ
提
出

◆
入
校
希
望
者
見
学
会

平
成
26
年
7
月
24
日
（
木
）

　
　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
よ
り

見
学
希
望
：
愛
知
県
立
東
三
河
高

等
技
術
専
門
校
へ
電
話
（
０
５
３
３

‐
９
３
‐
２
０
１
８
）
で
申
込
み

受
付

◆
入
校
願
書

愛
知
県
立
東
三
河
高
等
技
術
専
門

校
及
び
県
内
各
公
共
職
業
安
定
所

に
て
配
布

職
業
訓
練
生
募
集                  

愛
知
県
立
東
三
河
高
等
技
術
専
門
校
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「『
自
分
が
主
役
！
』
の

女
性
フ
ァ
ン
を
獲
得
す
る
に
は
？
」

　

サ
ッ
カ
ー
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
は

終
わ
り
ま
し
た
が
、
２
０
１
９
年
に

は
ラ
グ
ビ
ー
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
が

日
本
で
開
か
れ
ま
す
。
そ
の
翌
年
に

は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
が
あ
る
の
で
、
２
０
１
６
年

に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
る
ブ

ラ
ジ
ル
と
同
様
に
、
間
を
置
か
ず
に

大
き
な
国
際
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
地
と

な
り
ま
す
。

　

先
日
、
ラ
グ
ビ
ー
の
日
本
代
表
と

イ
タ
リ
ア
代
表
の
試
合
を
観
て
き
ま

し
た
。
接
戦
を
制
し
て
日
本
が
初
め

て
イ
タ
リ
ア
に
勝
っ
た
の
で
す
が
、

そ
の
と
き
に
気
に
な
っ
た
の
は
観
客

席
に
「
女
性
や
子
ど
も
の
姿
が
少
な

い
」
こ
と
で
し
た
。
子
ど
も
の
料
金

は
安
く
、
代
表
戦
で
も
高
校
生
以
下

は
５
０
０
円
（
当
日
券
、
前
売
り
は

３
０
０
円
）
で
す
。
日
本
ラ
グ
ビ
ー

フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会
も
女
性
フ
ァ
ン

の
拡
大
に
向
け
て
「
ラ
ガ
ー
ル
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
を
立
ち
上
げ
て
い
ま
す

が
、
継
続
的
な
効
果
は
得
ら
れ
て
い

な
い
よ
う
に
見
え
ま
し
た
。
ち
な
み

に
同
じ
試
合
を
観
た
イ
タ
リ
ア
人
の

女
性
に
、「
ど
う
し
て
で
し
ょ
う
？
」

と
聞
い
た
感
想
で
は
「
日
本
代
表
の

ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
が
カ
ッ
コ
悪
い
！
」

と
の
こ
と
で
し
た
。

　

ス
タ
ー
ト
時
点
か
ら
女
性
フ
ァ
ン

が
多
か
っ
た
サ
ッ
カ
ー
の
Ｊ
リ
ー
グ

は
、
地
域
密
着
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト

を
採
っ
て
い
ま
す
。
協
会
が
参
考
に

す
べ
き
は
、
ラ
グ
ビ
ー
の
ト
ッ
プ
リ

ー
グ
と
同
様
に
企
業
が
母
体
に
な
っ

て
い
る
プ
ロ
野
球
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

い
ま
、
プ
ロ
野
球
で
は
女
性
フ
ァ

ン
の
増
加
が
大
き
な
話
題
に
な
っ
て

い
ま
す
。
な
か
で
も
広
島
東
洋
カ
ー

プ
の
女
性
フ
ァ
ン
は
「
カ
ー
プ
女
子
」

と
呼
ば
れ
、
熱
心
な
応
援
を
す
る
こ

と
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
北
海

道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
に
は
男

女
が
掛
け
合
い
で
歌
う
応
援
歌
が
あ

り
、
球
場
は
女
性
フ
ァ
ン
に
と
っ
て

大
い
に
盛
り
上
が
れ
る
イ
ベ
ン
ト
会

場
と
な
っ
て
い
ま
す
。
球
団
に
よ
っ

て
温
度
差
は
あ
る
も
の
の
、
こ
れ
か

ら
観
客
を
増
や
し
、
関
連
グ
ッ
ズ
の

売
り
上
げ
や
新
し
い
ス
ポ
ン
サ
ー
獲

得
を
考
え
た
と
き
、「
女
性
フ
ァ
ン
を

増
や
す
」
こ
と
は
と
て
も
重
視
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

で
は
、
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
で
し

武
田  

双
雲 

／

　
　
　
　
　
た
け
だ
・
そ
う
う
ん

　

１
９
７
５
年

熊
本
生
ま
れ
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド

ラ
マ
「
天
地
人
」

の
題
字
な
ど
を

揮
毫
。
日
テ
レ

「
世
界
一
受
け
た

い
授
業
」
な
ど
多

数
の
メ
デ
ィ
ア

出
演
。
著
書
に

『
上
機
嫌
の
す
す

め
』
な
ど
が
あ
る
。

言

葉
の
力

ょ
う
か
？ 

女
性
専
用
の
シ
ー
ト
を
用

意
し
た
り
、
女
性
が
好
む
食
べ
物
を

用
意
し
た
り
と
、
そ
こ
か
ら
始
め
る

例
が
多
い
よ
う
で
す
が
、
こ
れ
で
は

ま
だ
男
性
目
線
が
強
い
企
画
だ
と
思

い
ま
す
。
女
性
が
プ
ロ
野
球
の
球
場

に
行
く
条
件
を
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査

し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、「
ト
イ
レ

が
汚
い
と
ダ
メ
」「
友
達
と
騒
げ
る
」

「
浴
衣
を
着
て
行
け
る
と
か
」「
イ
ケ

メ
ン
の
選
手
が
い
る
」「
彼
氏
が
カ
ッ

コ
よ
く
見
え
る
場
所
な
ら
」
な
ど
、

男
性
の
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
と
は
違
う
答

え
が
た
く
さ
ん
返
っ
て
き
ま
し
た
。

　

お
叱
り
を
覚
悟
で
荒
っ
ぽ
く
ま
と

め
る
と
、
女
性
フ
ァ
ン
は
球
場
に
「
選

手
が
試
合
を
す
る
場
所
」
で
は
な
く

「
自
分
が
〝
主
役
〞
で
楽
し
め
る
場
所
」

を
求
め
て
い
る
の
だ
と
私
は
考
え
ま

す
。

　

地
域
発
の
商
品
開
発
や
サ
ー
ビ
ス

開
発
、
お
店
づ
く
り
な
ど
で
も
「
女

性
が
タ
ー
ゲ
ッ
ト
」
と
い
う
ケ
ー
ス

は
多
々
あ
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
提

供
側
の
理
屈
が
先
行
し
て
い
る
も
の

が
多
い
よ
う
に
見
え
ま
す
。
地
域
の

リ
ソ
ー
ス
を
活
用
す
る
こ
と
を
第
一

優
先
で
考
え
て
し
ま
い
が
ち
だ
か
ら

で
す
。

　

女
性
に
支
持
さ
れ
る
た
め
に
は
、

い
か
に
「
主
役
は
あ
な
た
！
」
を
感

じ
て
も
ら
え
る
か
。
こ
れ
が
成
否
の

分
か
れ
目
だ
と
思
い
ま
す
。
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
が
迷
わ
な
い
た
め
の
チ
ェ
ッ

ク
方
法
と
し
て
、
周
り
の
女
性
に
「
主

役
は
誰
？
」
と
聞
く
と
こ
ろ
か
ら
始

め
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

日
経
Ｂ
Ｐ
ヒ
ッ
ト
総
合
研
究
所

　
　
　

上
席
研
究
員　

渡
辺　

和
博

「
諦
め
る
」

　

諦
め
る
。
と
い
う
こ
と
は
、

　

思
っ
て
る
以
上
に
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
こ
と
な
ん
だ
。

　

新
し
い
道
へ
。

　　
　
　

 　

  　
　
　

 　

書
道
家　

武
田　

双
雲
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「
人
手
不
足
の
意
味
す
る
も
の
‐
日

本
経
済
の
供
給
力
は
落
ち
て
い
る
‐
」

　

今
回
の
景
気
回
復
が
始
ま
っ
て
そ

れ
ほ
ど
長
い
時
間
が
た
っ
た
わ
け
で

は
な
い
が
、
す
で
に
人
手
不
足
が
深

刻
化
し
て
い
る
。
建
設
業
の
労
働
者

不
足
が
造
船
業
に
も
飛
び
火
し
て
い

る
こ
と
に
加
え
、
介
護
士
、
運
転
手
、

外
食
産
業
、
製
造
現
場
な
ど
、
幅
広

い
職
種
・
業
種
で
人
手
不
足
が
表
面

化
し
て
お
り
、
も
は
や
局
所
的
な
現

象
で
は
な
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

外
食
産
業
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
産
業
で

は
人
手
確
保
の
た
め
、
時
給
の
引
き

上
げ
や
非
正
規
社
員
の
正
規
化
と
い

っ
た
動
き
が
広
が
り
つ
つ
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
人
手
不
足
は
景
気
回
復
に

伴
っ
て
労
働
需
給
が
タ
イ
ト
化
（
ひ

っ
迫
）
し
て
い
る
こ
と
が
大
き
な
要

因
で
あ
る
が
、
そ
れ
だ
け
で
な
く
労

働
力
人
口
の
減
少
と
い
う
慢
性
的
、

構
造
的
要
因
も
あ
る
。

　

タ
イ
ト
化
し
て
い
る
の
は
労
働
需

給
だ
け
で
は
な
い
。
経
済
全
体
の
供

給
能
力
と
実
際
の
需
要
と
の
差
を
示

す
需
給
ギ
ャ
ッ
プ
は
、
経
済
の
低
迷

が
長
く
続
い
た
こ
と
か
ら
、
供
給
能

力
を
需
要
が
下
回
る
需
要
不
足
（
需

給
ギ
ャ
ッ
プ
が
マ
イ
ナ
ス
）
が
常
態

化
し
て
い
た
。
し
か
し
、
内
閣
府
の

試
算
に
よ
れ
ば
、
今
年
１
〜
３
月
期

の
需
給
ギ
ャ
ッ
プ
は
マ
イ
ナ
ス
０
・
３

％
に
ま
で
縮
小
し
て
い
る
。
４
〜
６

月
期
は
消
費
税
引
き
上
げ
の
影
響
で

マ
イ
ナ
ス
成
長
が
見
込
ま
れ
て
い
る

と
は
い
え
、
そ
の
後
は
回
復
基
調
に

戻
る
と
の
大
方
の
見
方
に
従
え
ば
、

需
給
ギ
ャ
ッ
プ
は
い
ず
れ
プ
ラ
ス
に

転
ず
る
こ
と
に
な
る
。
景
気
回
復
が

始
ま
っ
て
ま
だ
１
年
半
余
り
で
あ
る

が
、
日
本
経
済
は
す
で
に
需
要
超
過

に
転
じ
つ
つ
あ
る
よ
う
だ
。

　

需
要
不
足
の
状
態
が
長
い
間
続
い

て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
景
気
が

回
復
に
転
じ
て
比
較
的
短
期
間
の
う

ち
に
需
給
ギ
ャ
ッ
プ
が
解
消
に
向
か

っ
て
い
る
背
景
に
は
、
経
済
低
迷
下

で
投
資
も
低
迷
し
、
供
給
力
が
弱
体

化
し
た
こ
と
が
あ
る
。
日
本
経
済
の

供
給
の
天
井
は
意
外
に
低
く
な
っ
て

し
ま
っ
て
い
る
の
だ
。
注
文
が
増
え

て
企
業
が
持
っ
て
い
る
設
備
を
フ
ル

稼
働
し
て
生
産
し
よ
う
と
し
て
も
、

設
備
の
老
朽
化
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
障

害
が
あ
っ
て
、
か
つ
て
ほ
ど
は
生
産

水
準
を
上
げ
ら
れ
な
い
状
態
に
な
っ

て
い
る
と
い
え
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
障

害
の
中
に
人
手
不
足
も
あ
る
。
完
全

失
業
率
は
３
％
台
で
、
ま
だ
下
が
り

そ
う
に
み
え
る
が
、
こ
の
中
に
は
ミ

ス
マ
ッ
チ
な
ど
が
原
因
の
構
造
的
な

失
業
が
あ
る
の
で
、
実
際
に
は
失
業

率
は
こ
れ
以
上
下
が
り
に
く
い
。
完

全
雇
用
の
状
態
に
近
づ
い
て
い
る
と

い
え
よ
う
。

　

も
っ
と
も
経
済
全
体
が
需
要
超
過

に
な
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
す
ぐ
に
供

給
不
足
に
陥
り
、
イ
ン
フ
レ
が
起
き

る
わ
け
で
は
な
い
。
拡
大
す
る
需
要

の
一
部
は
輸
入
の
拡
大
で
賄
う
こ
と

が
で
き
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
需
要

が
海
外
に
漏
れ
出
す
こ
と
を
意
味
し

て
い
る
。
こ
れ
が
、
こ
こ
に
き
て
貿

易
赤
字
が
拡
大
し
て
い
る
一
因
で
あ

る
。
そ
れ
で
も
需
給
の
タ
イ
ト
化
の

影
響
は
建
設
資
材
の
価
格
上
昇
に
現

れ
て
き
て
い
る
。
自
治
体
が
今
後
数

年
間
に
建
設
を
予
定
し
て
い
る
施
設

の
建
設
コ
ス
ト
が
大
幅
に
上
昇
し
て

い
る
の
だ
。
こ
れ
ま
で
の
復
興
需
要

や
補
正
予
算
に
よ
る
公
共
投
資
の
拡

大
に
加
え
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
自
治

体
の
老
朽
化
し
た
ハ
コ
物
施
設
の
更

新
や
耐
震
化
な
ど
需
要
拡
大
が
続
く

こ
と
か
ら
、
そ
れ
を
見
越
し
た
価
格

上
昇
が
始
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

そ
の
影
響
は
す
で
に
民
間
の
建
設
投

資
に
も
現
れ
始
め
て
い
る
。
需
給
の

タ
イ
ト
化
が
続
け
ば
、
民
間
企
業
の

投
資
コ
ス
ト
を
引
き
上
げ
、
結
果
的

に
民
需
を
圧
迫
す
る
恐
れ
も
あ
る
。

　

し
た
が
っ
て
今
後
の
経
済
運
営
に

あ
た
っ
て
は
、
ま
ず
人
手
不
足
に
対

処
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
即
戦

力
と
し
て
期
待
で
き
る
外
国
人
労
働

力
の
受
け
入
れ
拡
大
の
あ
り
方
を
検

討
す
る
と
と
も
に
、
女
性
や
若
者
、

高
齢
者
で
働
く
意
欲
の
あ
る
人
が
ス

ム
ー
ズ
に
職
に
就
け
る
よ
う
労
働
市

場
の
環
境
整
備
を
行
っ
て
い
く
必
要

が
あ
る
。
さ
ら
に
、
成
長
戦
略
を
通

じ
て
供
給
力
を
強
化
す
る
こ
と
で
供

給
の
天
井
を
引
き
上
げ
て
い
く
必
要

が
あ
る
。
一
方
で
、
公
共
事
業
な
ど

の
拡
大
が
供
給
不
足
を
助
長
し
、
結

果
的
に
民
需
を
締
め
出
す
よ
う
な
こ

と
に
な
ら
な
い
よ
う
、
十
分
に
注
意

を
払
っ
て
い
く
必
要
も
あ
る
だ
ろ
う
。

（
7
月
１
日
執
筆
）

　

 

日
本
総
合
研
究
所

 

理
事
長　

高
橋　

進
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◆8月の商工相談日◆（無料です。12時～13時休憩） ◎ 担当の都合により、日時を変更する場合もありますので、前もって
電話を下さると好都合です。（TEL0533－68－7171）

相 談 相 談 日 担 当 相 談 相 談 日 担 当

経 営 Ⅰ
（ 予 約 制 ）

随時開催 中小企業診断士
日本政策金融公庫
中小企業事業（予約制）

随時開催
日本政策金融公庫
岡 崎 支 店

経 営 Ⅱ
（ 予 約 制 ）

19日㈫
10：00～12：00

蒲信経営相談センター
中小企業診断士

日本政策金融公庫
国民生活事業（予約制）

21日㈭
10：00～12：00

日本政策金融公庫
豊 橋 支 店

特 許
22日㈮

13：00～16：00
尾 崎 弁 理 士 愛知県信用保証協会

15日㈮
13：00～16：00

愛知県信用保証協会
東 三 河 支 店

年 金 相 談
14日㈭・28日㈭
9：30～15：30

豊橋年金事務所
下請取引あっせん
（ 予 約 制 ）

随時開催
（公財）あいち産業
振 興 機 構

法  　   律
（ 予 約 制 ）

6日㈬
13：00～16：00

坂 口 弁 護 士 税 務
12日㈫

13：00～16：00
東 海 税 理 士 会
豊 橋 支 部

登 記・ 測 量
8日㈮

13：00～16：00
司 法 書 士
土地家屋調査士

※このほか、労働保険、小規模企業共済、経営セーフティ
　共済等の相談は随時行っています。

経営Ⅰは、仕入れ・販売計画、生産計画、後継者対策、企業診断など　経営Ⅱは、経営改善計画・経営革新計画・新規事業経営計画策定など
予約制の相談は前もってご連絡下さい。

Ｑ.事業の内容を教えて下さい。

　平成24年4月1日にオープンした栄町にある美容院で
す。頭皮や肌が弱く敏感な方でも安心してカラーやパー
マが出来るよう、使用するシャンプー・パーマ液にこだ
わり、オーガニック系やハーブ系の低刺激の薬剤を用意
しております。また、シャンプー台の水も塩素の少ない、
肌に優しい水を使用しています。
　お客様1人1人丁重に対応させていただいていますの
で、肌にお悩みのある方は、いつでもご相談下さい。

Ｑ.新たな取り組みについて教えてください。

　業種が違いますが、蒲郡市内全
体のお店を盛り上げていきたい
と思い、蒲郡市内の情報を集めた
フリーペーパー『ごりがまくん』
を発刊しました。
　右の画像が、今回発刊した
『2014夏･秋、蒲郡市まるわかり
情報誌、ごりがまくん』です。掲
載店舗や一部コンビニエンスス
トアやスーパー、旅館等にて配布
しています。

Ｑ.『ごりがまくん』について教えてください。

　この１冊で発行した季節の蒲郡の情報がわかるように、
サービス業の店舗情報から会社の求人、蒲郡市内のイベ
ント情報など蒲郡のことならなんでも掲載していきます。
蒲郡市のマップに掲載店舗の場所も載せており、お店の
場所が探しやすくなっているので便利です。
　市内に住んでいる方はもちろん、市外から蒲郡へ訪れ
た方々に『ごりがまくん』という雑誌を見てご来店いた
だき、蒲郡のお店が盛り上がっていけるようにしていき
たいです。

Ｑ.ＰＲポイントを教えてください。

　『ごりがまくん』に掲載する店舗の掲載料は、他のフリ
ーペーパーと比べても格安に設定しています。掲載いた
だいた店舗の方にしっかりと利益が出るように精神誠意
努力いたします。掲載を希望される方は、一度ご連絡先
ください。

Ｑ.読者の方へメッセージをお願いします。

　新しく蒲郡市内で開業される方、蒲郡市内で何かイベ
ントを開催される方は是非『ごりがまくん』をご活用下
さい。ご連絡お待ちしており
ます。
　また、美容室  gross.art に
つきましても、お客様に優し
い薬剤とサービスを行ってい
ますので、今後ともよろしく
お願いします。

【会社概要】
事業所名：美容室  gross.art
所 在 地：蒲郡市栄町 4-35
本件担当：酒井　雅弘
電話番号：090-6570-0755
営業時間：10:00 ～ 21:00
受付時間： 9:00 ～ 20:00
定 休 日：月曜日＆第二 ･第三火曜日
※お問い合わせは定休日に関係なくいつでもお電話下さい

蒲郡密着情報誌!

フリーペーパー『ごりがまくん』発刊!!

美容室　gross.art

新商品の開発や店舗改装などをPR出来ます。掲載を
希望される事業所は、本所広報担当までご連絡下さい。

　掲載対象：PRしたい情報のある事業所
　掲 載 数：1～ 2事業所
　掲 載 料：無料
　お問合せ：蒲郡商工会議所 広報担当

TEL  0533-68-7171

『会員ニュース』掲載事業所募集中 !!

会員ニュース


